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ワークステーション2050文書処理システムによる

マルチメディア文書の作成
CompositionofMu】ti-MediaDocumentsUsingWorkstation2050

ワークステーションでのハードウェア,ソフトウェアの各種メディア処理に

関する技術の進歩に伴い,対話システムでの操作性が格段に向上した｡ワーク

ステーション2050文書処理システムによる文書処理は,最終結果として得られ

る文書そのものを直接画面に表示し,直接それらをマウスによって指し示し,

編集操作を行い,結果が直ちに画面上に反映されるという直接編集方式を採用

し,かつ他プログラムで作成した各種データをそのまま取り込み再利用を可能

とした｡各メディアは用紙上に配置される小紙片に相当する領域単位に独立し

たプログラムによって処理されるが,利用者はそれらを意識することなく操作

することができる｡

ロ マルチメディア文書作成プログラム

ワークステーション2050文書処理システムでのOA(Office

Automation)用プログラムの構成を図1に示す｡マルチメデ

ィア文書を扱う文書データベースやデータ処理に用いられ,

一元化されたデータを扱うRDB(RelationalDataBase)の二

つのデータベースがある｡これらを基に,文書の作成･清書

を行う文書処理,表･グラフ･帳票作成を行うデータ処理,

これらのプログラム機能をユ山ザープログラムで利用する手

段を与えるライブラリ,全体を統一し共通の操作環境を与え

る事務環境シミュレーション,及びデータ交換を含む統合処

三哩に大別される｡ワークステーション2050の文書処理は,文

書データベースと文書全体の編集処理を行うOFIS/REPORT-

EV(OfficeautomationandIntelligentsupportSoftware/

REPORTExcellentView),テキスト･図形･画像の各メデ

ィアを編集するOFIS/TEXT-EV,OFIS/SKETCH-EV,

OFIS/IMAGE-EV及びページプリンタに文書を清書･印刷す

るOFIS/PPRINT-EV(OFIS/Pretty Print-EV)のプログラ

ムの有機的な結合から成り立っている｡任意の位置に任意の

メディアを配置できるビットマップディスプレイ,操作対象

指定を直接画面上で指定できるマウスなどを有効に活用した,

操作性の良い高度な編集機能を持ち,また既存のデータ,他

プログラムで作成したデータをそのまま再利用することを可

能とした文書処理システムである｡以下,ワークステーショ

ン2050文書処理の特徴的なデータ構造,プログラム構成,及

び編集操作機能について述べる｡

B マルチメディア文書処理の構造

ワークステーション2050の文書処理で扱う文書の構造は,
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以下に述べるような階層構造から成っている(図2参照)｡

(1)一まとまりの文書が独立して一つのアイコンと対応する｡

(2)文書は複数枚のページ(用紙)を持つ｡

(3)各ページは一つの基本領域(用紙から上下左右の余白を除

いた部分)を持つ｡

(4)基本領域の上に幾つかの任意の大きさの領域(小紙片)を

自由にはり付けることができる｡

(5)各領域ごとにその領域の扱うデータの種類を決める｡デ

ータの種類によって,テキスト領域(文字･けい線)･図形領域

(図形データ)･画像領域(画像データ)の3種の領域ができる｡

基本領域はテキスト領域として固定されている｡

文書処理で編集･操作の対象となるのは文書･ページ･領

域及び領域内の文字･けい線･図形･画像データである｡ペ

ージを1枚の用紙に,領域を用紙の上にはり付ける小紙片と
例えることができ,領域に対する豊富な編集機能によって,

日常普通に行っている切張r)による文書作成と同じ感覚をワ

ークステーション上の文書処理でも得ることができる｡

ワークステーション2050の文書処理の特徴として,それぞ

れの操作対象ごとに処理するプログラムが独立している｡し

かし,オペレータはどのプログラムがどの対象を扱うのかを

知る必要はない｡ワークステーション2050では,操作しよう

とするものをまず指定し,それに対しどういう編集を行うか

を示すコマンドを指定する方式であり,マウスあるいはキー

ボードで操作する対象を選んだ時点で,自動的に対応するプ

ログラムに制御を渡すことができるからである｡操作対象と

対応するプログラムを図3に示す｡また,操作する対象が決

まると,それに対してどのような操作ができるかがおのずか
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図12050アプリケーションソフト 文書処理･データ処理･ライブラリ群に大別される｡これらはOFIS/DESK-EVの事務環境シミュレーシ

ョン,二つのデータベース,データ交換によって有機的に統合化されている｡

テキスト領域

+〇開く

レポート
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文字やけい線を書

き込む｡

イメージスキャナ
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真やイラスト

テキスト領域

基本領域と文字サ

イズ,字ピッチ,
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暫貰諾

テキスト領域

園
表用紙で作成したものから

切張りをしたデータ
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塾
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図2 ワークステーション2050の文書の構造 文書･ページ･領域･領域内のデータという階層構造を持つ｡韻域は小紙片に,ページは用紙

に例えることができ,′ト紙片を用紙上の適当な位置にはり付けるという,日常の切張りによる文書作成の感覚で操作できる｡
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図3 文書処理の操作対象と対応するプログラムの関係 操作対

象ごとに処理するプログラムが異なっているが,一連の操作の過程で,

操作対象を指定したときに対応プログラムが自動的に動き出すので,オ

ペレータはプログラムを意識する必要はない｡

ら決まり,指定可能なコマンドをオペレータに提示すること

ができる｡したがって,オペレータに余分な思考･むだな操

作をさせない良好なマンマシンインタフェースが提供できて

いることになる｡

田 各メディアの作成･編集機能

操作対象ごとの主要な編集機能を表1に示す｡ワークステ

ーション2050の文書処理では,編集操作を次のように二つに
分類した｡

(1)表示,印刷時の書式,飾りなど実質的にデータの内容を

変えない操作

操作対象の属性として一つのコマンドにまとめ,メニュー

選択方式の属性シートを設けた｡

(2)複写,削除など実質的にデータの内容に変更を加える操

作

操作対象ごとに使用できるコマンドだけを表示し,選択指

定できるようにした｡特に削除など入力してあるデータが失

われるような操作は,後述するデータ交換ファイル内にバッ

クアップをとることを原則とし,削除の逆操作である追加コ

マンドで回復できるように考慮してある｡

以下,各操作対象ごとに特徴的な機能,及び使い方につい

て述べる｡

3.1文書アイコン

アイコンの状態では,OFIS/DESK-EVの事務環境シミュレ
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-ションが使える｡キャビネット,引出し,バインダなどを

使用して簡単な文書管理を行うことができる｡バインダを使

った例を図4に示す｡作成した文書に名称を付け,バインダ

にとじる｡バインダには文書だけでなく,関連する表やグラ

フなどもとじることができる｡また,ほかに見られたり,更

新された｢)しないように保護することもできる｡また,キャビ

ネットに保管して各利用者と共通に利用することもできる｡

3.2 文書･ページ

文書を操作対象として属性を選択すると,文書属性のほか

にページ属性･領域属性の設定ができる｡ここで設定したペ

ージ属性･領域属性は,文書全体を通じて新たにページ･領

域を作成したときの初期値となる｡各ページ,領域ごとに個

別に属性を設定することも可能であり,この場合は個別の属

性が優先する｡したがって,A4判の文書にA3判のページを

挿入したりすることが可能で,変化に富んだ文吉を作成する

ことができる(図5)｡

コマンドでは格納コマンドが重要である｡編集中の文書全

体をファイルに格納する機能で,適当な時間間隔でバックア

ッ70をとってお〈と,操作誤りや停電などによる作業損失を
最小限に防ぐことができる｡

3.3 領 域

マルチメディア文書を作成する本文善処理の最大の特徴は,

領域の編集にある｡領域にはテキスト･図形一画像のメディ

アの定義する属性のほかに,背景の透明･不透明を定義する

属性がある(図6)｡背景の透明の領域の重ね合わせによって,

文字の上に図形を重ねたF),画像と文字･図形の複合した表

現力の高い文書を作ることができる｡

また,テキスト領域には著しい特徴があー),上に重なる領

域が排他属性を持っていると,その部分を避けて文字列を再

配する｡文字が領域からあふれた場合は,それが基本領域で

あれば次のページに,通常のテキスト領域であれば領域の大

きさを大きくすれば再び現れる｡この機能によって,文書を

作成するときに,後に切張りなどで追加を入れる図･表など

のための場所をあらかじめ空けておくといった配慮が不要で

あり,マルチメディア文書の作成効率を高めている｡

また,他プログラムの画面から切l)取ったデータも領域と

して文書の上にはり付けられる｡文字,図形,画像の画面を

切り取ると,それぞれテキスト領域,図形領域,画像領域と

なって,文書上で文字の追加,図形の訂正といった再加工も

可能である｡

3.4 文字･けい線

文字の入力は,連文節仮名漢字変換による｡思考の流れを中

断することなく,長文あるいは複数の文を入力し一括して漢

字仮名交じr)文に変換することができる｡漢字への変換は入

力した読みと仮名漢字変換用語辞書内の読みとで最も長く一

致したものを第一候補の語とする最長一致方式である｡最長

一致語に加えて1～2･3文字短い語も候補として挙げ,助動

詞や助詞などの接続,次に続〈文節の関係を評価し,最も評

価点の高い語を第一候補とし,これに対応する漢字を表示す

る方式である｡同音異表記の選択は｢変換+キーによる逐次

選択と,異表記漢字を一括して表示し,｢テンキー+を用いて
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表lワークステーション2050文書処理の主な機能 操作対象ごとに属性(表示･印刷時の書式指定など,実質的データに変更のないもの)と,

コマンド(実行するとデータの内容に変更を与えるもの)に分けてある｡

プログラム 操作対象 属性/コマンド 主 な 機 能

OFIS/DESK-EV

文書(レポート)

アイコン

属 性 文書名称,所有者名.保管期限,文書保護(参照,複写,更新禁止)

コマンド
移軌複写,削除,印刷,容量(文書ファイル容量･残ファイル容量),開く(OFIS/

REPORT-EVを起動)｡

OF】S/REPORT-EV

OFIS/TEXT-EV

OFIS/SKETCH-EV

OFIS/lMAGE-EV

文 書

属 性

(書式)

スケール表示,制御文字(改行･タブなど印刷されない文字)表示･非表示,文字背景

(透明･不透明),基本文字サイズ(24ドット･16ドット),文字ピッチ(最大25.4mm),

行ピッチ(最大25.4mm),書込み方向(横書き･縦書き),プリンタ線密度,禁則処理

コマンド
印刷,格納(編集中の文書を格納する｡),回復(編集前の文書に戻す｡),閉じる(処理

終了)

ペ ー

ン･

属 性 シートサイズ(はがき大～A3判),マージン(上･下･左･右余白),段組み(最大5段),

(書式) ページ番号(位置･形式)

コマンド 複写,削除,追加,生成(新しいページを用意する｡),印刷,レイアウト表示

領j或

文字･文字列

行

文字･文字列･行

けい線

マーカ

線

面

境界線

補助線

文字

図形

画像

属 性
データ種別(テキスト横書き･テキスト縦書き･図形･画像),背景(透明･不透明),

テキスト排他(有･無),領域枠表示(有･無)

コマンド

属性

属性

(行形式)

コマンド

属性

コマンド

属性

属性

属性

属性

属性

属性

作画コマンド

編集コマンド

コマンド

複写,削除,追加,生成(新Lい領域を作成する｡),サイズ,位置,重なり,スキャナ

入九ズーム,伸縮(画像領域に対してだけ有効),切出L

倍角(縦2倍･横2倍･縦横2倍),アンダーライン,色(8色),網かけ(8種),文字

種別(ルビ･上付き･下付き文字)

そろえ(右･中央･左そろえ),マージン(左･右マージン設定),タブ(左そろえ･右

そろえ･中央そろえ･小数点･コンマ),文字ピッチ(最大25.4mm),行ピッチ(最大

25.4mm),半改行

複写,削除,追加,サーチ(文字列探索･置換),入力モード設定(挿入･上書き),差

込み(差込印刷用データ作成),配置(左そろえ･右そろえ･中央そろえ･均等配置)｡

線幅(4種),線種(5種),色(8色),格子枠表示

複写,削除,追加,線引き(縦･横･長方形･斜め),移動(上･下･左･右･位置指

定･補正(字･行ピッチ変更に合わせ補正)

種類(7種)

線種(5種),線幅(5種),色=6色)

パターン(24種),色=6色)

線種(5種).線幅(5種),色(16色)

線種(5種),線幅(5種),色=6色)

大きさ(3種)

マーカ,直線(直線･折れ線･水平線･垂直線),多角形,長方形,円(中心一半径･長

方形内接),文字,長円(中心一半径･長方形内接),自由曲線(点列指定･マウス軌跡),

円弧,扇形,長円弧,長円扇,格子線,グループ化 そろえ(左･中央･右･上･下),

部品作画(呼出し･登録)

複写〔位置指定･自動複写･マウスに追尾･退避(交換ファイルへ)〕,削除追加,ズ

-ム,表示順位(上･下･挿入),回転(90D･1800･2700),反転(縦･横),置換,変形

(消去･切断),付加(端点から作画),移動

複写,消去(枠内･枠外),退避(交換ファイルへ),追加,回転(900･1800･120D),伸

縮,移軌 反転(枠内一縦･横･色反転,枠外一色反幸云)
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図4 バインダを使った文書管理 文書だけでなく,グラフ,表なども同ぃヾインダに入れることができる｡バインダの名称,保管期限,所有

者以外参照禁止などの設定が行える｡

上マージン

A B C D E F…-

ー 3-

段組み

左マージン

下マージン

fニズ
あいうえお

かきくけこ

はひふへほ

まみむめも

ページ番号

図5 ページ属性(書式) 用紙サイズはページごとにはがき大から

A3判まで自由に変えることができる｡段組みは最大5段まで可能である｡

目的の漢字を指定する一括選択の2方式を用意している｡文

節区切りの誤りに対しては,｢再変換+キーを専用キーとして

用意している｡語の識別に対して最長一致方式を用いている

ことから,｢再変換キー+の操作によって読みを一文字分ずつ

短くして候補の語を再選択する｡1字の読みまで短くしても

目的の語が得られない場合,更に｢再変換キー+を操作する

と最長一致語を選択する処理に戻る｡ただし,この場合は,

次▲文節との関係などの評価を行わずそのまま語の候補とする｡

領域種別

排他属性

透明属性

象

＼
＼

×XX

×XX

XXX

XX

×XX

XXX

××ズ

＼

/

八

XX

××

××

XX

××

×X

×× ×XXXXXXX

領域枠表示

図6 領域属性 領域はマルチメディア文書作成の主役である｡各

領域にはテキスト,図形･画像を入れることができる｡また,背景を透

明にした領域の重ね合わせによる文書表現など,様々な操作ができる｡

この手順を繰り返せば辞書内にある語であれば,必ず目的の

漢字表語を得ることができる｡また,漢字に変換し確定した

後も,仮名との対応を学習辞書内に記憶しているため,マウ

スなどによって訂正したい部分を指定し,再度変換操作を行

うことも可能である｡

文字列の属性で本文書処理で特徴的なものは,行ごとに字ピ

ッチ,行ピッチを変更できることである｡また,行ごとに左右

のマージンの設定,基本文字サイズ(16ドット,24ドット)を変
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えることができ,文書全体の表現力を上げることができる｡

けい線は文字間,行間に引く方式である｡また,モードを

切F)換えることによって文字の位置にとらわれず,自由な位

置に引くこともできる｡縦や横だけでなく斜めに引くことも

でき,けい線だけで簡単な図を作ることも可能である｡

3.5 図 形

図形領域内を操作対象として指定すると,図7に示すアイ

コンシートを表示する｡アイコンシート上にある円や直線な

どの画素を使って,絵や地図などを描くことができる｡

図形の編集単位は個々の図形が基本であるが,幾つかの図

形をグループ化し,一括して複写,移動,拡大などを行うこ

ともできる｡

また,定形図形の登録機能があi),初期登録図形として,

プログラムフローチャート用の図形を用意してある｡オペレ

ータが作成した図形を登録することが可能であー),頻繁に使

用する図形を登録することによって容易に再利用ができるよ

うになる｡

3.6 画 像

画像入力の方法を図8に示す｡イメージスキャナで読み取

る範囲を指定することができる｡更に,いったんモニタ画面

上に読み取った画像を表示し,マウス操作によって必要な部

分を切り取り文書上にはり付けることもできる｡

巴 データ交換･切張り

他プログラムで作成したデータの文書への取込みには,デ

ータ交換ファイルを用いる方法とディスプレイの画面を直接

切り取る方法がある｡

4.1データ交換ファイル

この方式は,OFISシリーズ間で論理的な構造を含んだデー

タの交換に用いられる｡プログラム固有のデータ交換ファイ

ルと共通データ交換ファイルがある｡前者は文書処理相互の

ページ,領域などの交換,表作成プログラムとグラフ作成プ

ログラム間の表データの交換など同種のプログラム間のデー

タ交換に用い,ページ内のデータの構成,表の行列の構造を

含んだ完全な情報の交換を行うことができる｡後者は文書内

のテキストを表作成プログラムで作成した表の一部に使用す

るなど,異種プログラム間のデータ交換に用い文字列を主体

とした情報交換を行う｡オペレータの｢複写+の指示で二つ

のファイルが作られ,｢追加+又は｢はり付け+の指示で,固

有データ交換ファイルの内容を取P)込める場合はそれを,他

の場合には共通データ交換ファイルの内容を自動的に選択し

て取り込む(図9参照)｡どちらのファイルが使用されている

かオペレータは知る必要がなく,最適のデータ交換が行われ

るのが本方式の特徴である｡

文 頁 領 図 レポート 白羽訂弧 諷弧 レポ_ト
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(点列)

図形文字 円弧

長方形

長円
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図形領域

アイコンシート

図7 0F】S/SKETCHによる作画 マウスを用いて円,多角形の組合せで簡単な画が描ける｡また,図形文字を使うこともできる｡
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図8 画像の入力 イメージスキャナから画像をモニタ画面上に入力し,マウス操作によって必要な部分を切り取り,文書にはり付ける｡

0-FIS/REPORT-EV

OFIS/POL-EV

OFIS/GRF一巨∨

複写･削除･追加

ぐ===〇>

㌔

複写･はり付け

ぐ====>

くミミ〇

複写･はり付け
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㌔

共通データ交換

ファイル

プログラム固有

データ交換ファ
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図9 0FISシリーズプログラム間のデータ交換ファイル 各プ

ログラムは2種の交換ファイルにデータを出力する｡データを受け取る

プログラムは,いずれか一方の交換ファイルを選ぷ｡

4.2 切 張 り

切張りは,文書処理が画面を介して行うよl)一般的なデー

タの取込み方式で,画面を作成するプログラムに制限はない｡

グラフ作成プログラム(OFIS/GRF-EV)の作成したグラフを

文書に取り入れる例を図川に示す｡文書処理の｢切出し+操

作によって,一時的にグラフの表示画面(ウインドウシステム

内の仮想画面とディスプレイ上の画面)が文書処理の制御の下

に置かれる｡ディスプレイ画面上でのマウス操作によって指

定された範囲を仮想画面上から読取り領域データとしてプロ

グラム固有データ交換ファイルに作成する｡切出し範囲に文

字,図形,画像などの複数のメディアを含んでいれば,それ

ぞれテキスト,図形,画像の小さな領域を土台となる領域の

上に作F),一つにまとめる(図‖)｡文書上へのはり付けは,

文書処理の｢領域追加+操作で行う｡この方式の特徴は,文

書上にはり付けた後もそれぞれの領域に対応するプログラム

によって,データの再編集が可能なことである｡

8 結 言

ワークステーション2050の文書処理システムは,テキスト,

図形,画像を取り扱う領域という考え方を取と)入れ,領域内

の各メディアに対する高度な編集機能,及び領域自身の編集

機能を実現し,質の高い文書を作成する手段を提供した｡ま
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文書
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図10 画面の切張り OFIS/REPORTが他プログラムの画面を直接制御し,マウスで示Lた範囲の画面データを交換ファイルに切り出す｡デー

タ交換ファイルから領域追加で文書にはり付ける｡

IJl-11-4050型の版完成縄について(報告)

標題の件に閲し､各支店の販売員との協議の結果､早急にマーケソトセケメン

テ‾ションを明確にしたうえで販売数確の立て直しを計らなけれはならないという

結論に通した二
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(a)OFIS/REPORTの画面

た,他プログラムで作成したデータを,容易に文書内に取り

込む機能を設け,データの再利用を行いながら最終的な文書

を完成する日常的な文書作成手段を実現した｡従来のワード

プロセッサにない高度の編集機能,編集結果がそのまますぐ

に画面上で目視できる操作性の良さなど高い評価を得ている｡

今後の課題として,

(1)使用可能な文字種･サイズの増大,文書全体を視野に収

めたレイアウト表示画面上での編集など,更に高度な編集機
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(b)oFIS/GRFの画面

図I10FIS/REPORT-EVによる切張りの例 OFIS/GRトEVの

グラフ表示画面からグラフを3種切り張りし,円グラフに対して再加工

Lている｡

能の提供

(2)切出し元のデータ変更に伴う文書上の自動データ更新な

どのプログラム問の有機的な連動処理

(3)世界的規模で規格化が進められているODA(Office

DocumentArchitecture)に基づく異機種間文書交換

(4)清書のための文書処理から考えるための道具としての文

書処理システムの実現

などが考えられる｡




